
過労死防止学会 会則   

第1条（名称） 本会は過労死防止学会と称する。 

第2条（目的） 本会は過労死（過労自殺および過労疾病を含む）の実態、原因および背景に関する調査

研究を行い、その成果を過労死の効果的な防止のための対策と取り組みに生かすことを目的とする。 

第3条（事業） 本会は次の事業を行う。 

(1) 全国大会、研究会等の開催 

(2) 教育・啓発活動の推進 

(3) 出版物の編集、刊行 

(4) 内外の学術団体との連絡、交流 

(5) その他本会の目的にとって必要な事業 

第4条（会員） 本会は過労死被災者とその家族、勤労者のいのちと健康に関心をもつ研究者、弁護士、

活動家、ジャーナリスト、その他本会の目的に賛同する個人によって構成される。 

・本会に入会しようとする者は幹事会に申込みその承認を受けなければならない。 

・会員は研究会等本会の事業に参加し、会員総会に出席することができる。 

・会員は学会刊行物に投稿し、学会刊行物の配布を受けることができる。 

・会員は所定の会費（一般会員年額5,000円、過労死遺家族・大学院生・学生会員2,000円）を納入

するものとする。 

第5条（役員） 本会の会務を処理するために幹事若干名を置く。 

・幹事の選出方法は別に定める役員選出細則による。 

・幹事の任期は2年とする。ただし、重任を妨げない。 

・本会の業務を処理するために幹事の中から常任幹事若干名を互選する。 

・本会の代表者として代表幹事１名を互選する。ただし、代表幹事の連続三選はこれを行わない。 

・本会の会計監査のために会計監事2名を置く。 

・会計監事の選出方法は別に定める役員選出細則による。任期については幹事の場合に準ずる。 

第6条（総会） 本会は毎年1回会員総会を開く。 

・総会は代表幹事が招集し、本会の活動方針、役員の選出、予算・決算の承認、その他総会が必要

と認めた事項を議する。 

・議決は出席会員の過半数の賛成による。 

・幹事会が必要と認めたときまたは会員の5分の1以上の請求があるときは、代表幹事は臨時総会を

開かねばならない。 

第7条（事務局） 本会の会費徴収その他の日常業務を処理するために幹事会の定めるところに事務局

を置く。 

第8条（附則） 本会の事務執行のために常任幹事会のもとに事務局を置くことができる。 

・本会は地方部会および問題別分科会を設けることができる。 

・本会則の変更は会員総会の決議を経なければならない。 

・本会則は2015年5月23日に制定した。 
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